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見落とすな 『一時停止の標識』
確実な『一時停止』と左右の安全確認

気を付けないと･･･
落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

○ 車間距離を十分確保し、スピードダウンで追突防止
○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意
脇道から乗用車・人が出てくるかも知れません

冬道での追い越し・車線変更は、事故に直結 危険な追い越し 生命の危険
冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

路面状況の変化に注意 日中に雪解けが進み、夜間凍結

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

信号のない交差点 トラック運転手 「違う方向見ていて…」
トラックにはねられ、高齢男性死亡

２０１８．１．２７ １１：０２
２７日午前６時３５分ごろ、大阪府の信号のない交差点で、横断中の男性（７２）がトラックにはねられ死亡し

た。警察は、自動車運転処罰法違反（過失傷害）容疑で、トラック運転手の男性容疑者（４９）を現行犯逮捕。男
性容疑者は「違う方向を見ていて気づいたらぶつかっていた」と容疑を認めているという。

飲酒運転、巡査を懲戒免職 警察官懇親会後に横転事故
酒席ともにしていた上司らも注意

２０１８．１．２６ １２：１５
県警は２６日、酒気帯び状態で乗用車を運転したとして道交法違反の疑いで逮捕された男性巡査（２３）を懲戒

免職にした。県警によると、警察官の懇親会後の昨年１２月２２日午前０時５分ごろ、国道で酒気帯びの状態で
運転し、ガードパイプに衝突、横転して全焼させる事故を起こした。同じ懇親会に参加していた上司らも口頭で
注意を受けた。県警は「皆さまに心からおわび申し上げます」とのコメントを出した。

酒気帯び運転で線路に侵入、容疑の男逮捕 「道わからなくなった」
上下31本に最大3時間1分の遅れ、乗客約2万6千人に影響

２０１８／１／２７（土） ２１：４７
警察は２６日、道交法違反（酒気帯び運転）の疑いで、会社員の男（５０）を現行犯逮捕した。男は乗用車を運転

して、埼玉県の線路内に侵入。「道が分からなくなって線路に入ってしまった」と供述しているという。同署に
よると、同日午後９時半ごろ、男は現場近くの踏切から線路内に侵入。約５０メートル進んだ所で動けなくなり、
停車した。署員が駆け付け、男の呼気１リットル当たり０・４ミリグラムのアルコールが検知された。

路線バスと目が不自由な女性が接触、転倒、ケガ
２０１８／１／１０（水） １２：０２

１０日午前８時過ぎ、岐阜県の信号交差点で、横断歩道を渡っていた２６歳の目が不自由な鍼灸師の女性が路線
バスと接触し転倒して、軽いケガをしました。警察によりますと、女性は目が不自由で、白い杖を持っていたと
いうことです。警察は、バスを運転していた女性（４９）から事情を聴くなどして、事故原因を調べています。

ひき逃げ タクシー運転手は、「気が動転して思わず逃げてしまった」
横断歩道のない、中央分離帯を乗り越えて横断していた４歳男児はねられ、ケガ

◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇
２０１８／１／２２（月） １４：１９

２１日午後１１時３５分頃、兵庫県の市道で親族らと一緒に横断していた男児（４）がタクシーにはねられた
。タクシーは逃走したが、後続車の男性が１１０番して、追跡し、約２キロ先で停車させた。駆けつけた署員が
、運転手（６９）を自動車運転死傷行為処罰法違反（過失運転致傷）と道路交通法違反（ひき逃げ）の両容疑で逮
捕した。男児は頭を打つなどの軽傷。警察の調べに対し、運転手は「気が動転して思わず逃げてしまった」と話
しているという。同署によると、現場は片側２車線の中央分離帯のある道路。男児は、横断歩道のない場所で親
族らに連れられ、中央分離帯を乗り越えて渡っていたという。

雪でスリップ 谷に２００ｍ転落、車の男性死亡
２０１８年０１月２５日 ２２時０４分

２５日午前１０時ごろ、京都府の府道下の谷で、乗用車が転落しているのが見つかった。車の近くに男性が倒
れており、搬送先の病院で死亡が確認された。警察によると、現場付近は当時、約３０センチの積雪があった。
同署は、男性が車を運転中、スリップして約２００メートル下の谷に転落したとみて、身元などを調べている。


